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　地上デジタル放送日本方式(地デジ日本方式)や同方式の災害情報機能である緊急警戒放送(EWBS) は様々な
強みを有しており、中南米を中心に国際的に高く評価されてきました。しかしながら、その強みは、ICT分野におけ
る環境変化や技術動向を踏まえ、各国のニーズに不断に適合させていかなければ、受入れられ続けることは難し
い状況です。例えば、ペルー等では、共通のフォーマットで集めた災害情報を地上デジタル放送のみならず様々
なメディアに配信したいといったニーズが出されております。
　これらの状況を踏まえ、「国際協力のための総合防災ICT研究会」(総務省より委託)では、「総合防災ICT」 につ
いて川上から川下までのシステムとしてのモデルを示し、またEWBS-CAP ハイブリッド伝送方式を地デジ日本方
式採用国に提供するといった方法論、ローカライゼーションのあり方等の提言が2023年3月に取りまとめられまし
た。
　本講演会は、当該研究会で取りまとめられた提言等について紹介するとともに、関係者による今後の方針など
の議論を通じ、諸外国と連携して、SDGsに貢献する自然災害への取り組みの強化を図ることを目的として開催し
ました。
　基調講演者のエリオット・クリスチャン氏は、Common Alerting Protocol（CAP）の世界普及の推進者として著名
であり、今回の講演会でお話をいただき、貴重な機会となりました。また、中南米の複数の国から聴講の希望が
寄せられたことや基調講演者が外国人であることを踏まえ、開催案内の英語版を作成の上、当日の進行すべて
を英語で実施しました。(日本人聴講者の便宜も考慮して,画面上に和訳を掲載しました。)
※CAP（Common Alerting Protocol:災害情報を一元的に集配信するための共通プロトコル
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SDGsに貢献する自然災害への取り組み/総合防災ICTの普及・展開に向けて
Initiatives for disaster risk reduction that contribute to SDGs
～Toward the development and deployment of comprehensive ICT for
disaster management ～

令和5年7月31日(火)
9時45分から12時

ICTセミナー等 主催団体 一般財団法人 海外通信・放送コンサルティング協力

開催日

写　　真 写　　真

講演１ ＪＴＥＣ 阪口 安司 講演２ 総務省 国際経済課長 岡本 剛和 氏
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基調講演 エリオット・クリスチャン氏

講演３ 神戸市外国語大学教授 芝 勝徳 氏


